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消防団応援の店を
募集します

　町では約340人の消防団員が昼夜問わず、地
域住民の安全・安心な生活を守るため活動して
います。
　そこで、頑張る消防団員を応援するために、
町内の店舗や事業所を対象とした「消防団応援
の店」制度に協力いただける店舗・事業所を募
集しています。
　登録店舗・事業所には、消防団員カードを提
示した団員やその家族に、料金の割引や特典な
どのサービスをお願いしています。
　登録いただいた店舗・事業所には、対象店と
分かるようポスターやステッカーを配布します。
また、町ホームページにも一覧を掲載し、情報
を発信します。

申問 危機管理防災課　消防交通係
　　 ☎096（232）2110
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５
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踏
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菊
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。
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Ｎ
Ｓ
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３
月
１
日
か
ら
運
用
開
始

令
和
８
年
菊
陽
町
消
防
出
初
式
を
１
月
18
日
、
杉
並
木
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
消
防
団
員
の
日
頃
の
訓
練
や
点
検
の
成
果
を
競
う
「
通
常
点
検
」
と
「
機
械
器
具
」

の
審
査
が
行
わ
れ
、
規
律
・
服
装
の
部
で
は
第
４
分
団
、
機
械
器
具
の
部
で
は
第
１
分
団
が
優

勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
防
火
の
誓
い
」
や
、
よ
り
現
場
活
動
に
近
い
「
実
践
操
法
」

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
改
め
て
防
災
へ
の
誓
い
を
高
め
ま
し
た
。

消防団員募集中

　消防団員は、火災や災害発生時における迅速な避
難誘導、人命救助、初期消火活動など、住民の生命
財産を守る大きな役割を担う非常勤特別職の公務員
です。
　消防団員には、消防団活動に対して年額の報酬と
火災などの災害対応や訓練に従事した際に出動手当
が支給されます。
　全国的に消防団員は減少傾向にあり、町消防団も
総勢339人（令和８年１月１日現在）で、年々減少し
ています。
　地域に密着している消防団は、地域防災の要とし
て各種災害から人命と財産を守り続けてきました。
　町では、「自らの地域は自らで守る」の精神のもと、
力を貸してくださる人を募集しています。
　消防団への入団について気になる
ことや、分からないことがある時は、
「菊陽町消防団入団問合せフォーム」
をご利用ください。

問 危機管理防災課　消防交通係
　 ☎096（232）2110
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1

1 団員の品位・規律を審査　 2 幼年消防クラブによる元気な防火の誓い　 3 機械器具点検の様子　
4 整然と並ぶ消防積載車　 5 キャロッピーもかけつけました

2

3

令
和
令
和
８８
年年

消
防
出
初
式

詳しくは
こちら

登録店舗一覧など→

詳しくは
こちら

詳しくはこちら

消防団入団問い
合わせフォーム


